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本事部に於ける研究近況は弐の湿りである。

機織ヱ畢教室

鬼頭史城=静的並に衝撃荷重を受ける柱及び

園環の強度について蓮如協曾雑纂昭和 23年

α鈍8)5月

水野正央z渦巻パネの襲形について 日本機

械事曾誌昭和 23年 (1948)7，8月競及び

日本機械事曾論文集第 46巻

電気工畢教室

森元宮・天野弘・小ロ本治:小松宮受電所

に於ける絶縁劣化検出諸試験報告絶橡劣化早期

検出委員合昭和 23年 (1948)7月

森元吉・天 野弘:衝撃電Eに依る損失角

測定・同上委員曾昭和 ~:3 年 (1948) 6月

森元宮・天野弘:線愉刀巻悶間短絡検出

について同上委員合昭和 23年 (1948)6月

森元吉・小口平治t シ品戸リシグ電橋に依

る護電機線論試験同上委員曾昭和23年(1948)

5月

森元吉・天野弘・種目亙:八ツ津護電

所に於ける絶縁劣化検出試験同上委員合昭和

23年 (1948)4月

森元吉:機蒋絶橡の異常朕誤検出について

同上委員合 目百年 23年 (1948)3月

森元吉・天野弘 z逼信用、避雷器の研究

第一報告 日本護送電研究設表合 昭和 23年

α948) 3月

宗曹知行z電，気草摺板接鰯について 電化協

曾電気事摺板改良委員合 研究報告 昭和 23

(1948)年 5月 25日

宗宮知行z電車線，摺阪磨粍防止に関する文献

抄録電化協合電気草摺板改良委員曾研究殻告

昭和 r.3く1948) 年 6 月 ~:5 日

京宮知行: 主電動畿の整流状況(豆島一沼浬高

速度運樽に於ける〉鍛造技術研究所第六部研究.

報告昭和 23(1948)年 7月

宗宮知行z 整舵え花の遠隔測走法 電気皐曾

電鍍専門委員曾研究報告昭和23(1948)年 9円

臆用化畢教室

阿部芳郎:育倣菌桂成分の研究，第1報 エー

テル抽出及び炭水化物について 日本化串曾年曾

於東大第一工事部昭和均年(1948)4月講演

阿部芳郎・鍋田三郎 t 抹香猶泊の石友鹸化に

ついて 日本化皐曾年曾於東大第一ヱ皐部昭

和 23年 (1948)4月講演
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事

阿部芳郡・井原盟子z肝油の安定性，第 1報

抗酸化剤添加時に於庁るぜタミシAの破壊と過酸

化物増加の関係 日本水産皐曾年曾於圏立水産

試験場昭和 23年 (1948)4月講演

阿部聾廊・井原盤子z肝油の安定性，第 2報

移行油法に於げる抗酸化剤及び還元剤添加の効果

日本水産皐曾年曾 於濁立水雷試験場 昭和 23

年(1S48)4月講演

阿部努廊・溝口 敦 z鯨肝臓の剣用，第 1報

移行油法によるピタ"，:/泊の製造と抽出残澄につ

いて 極洋捕鯨研究報告 昭和 23年 α鮒)5 

月 22日

藤岡忠=・村川事男z 水溶液電解に於ける電

流線分布の研究，第 1報 日本化皐曾第 1年曾

於東大第一工事部昭和 23年 (1948)4月 2日

講演

大塚保治・梅濁簡実:オキシアルデヒドの合

成について 日本化早合第一年曾於東大業ーヱ

車部昭和 23年(1948)4月 4日講演

須膏哲夫・仲間三部・池谷允男・梅混純実 z
ベこシリ yの抽出に闘する研究，第 10報 ベミ

シリシXの抽出について 日本化早合第1年合

昭和均年ぐ1048)4月 4日講演

須鯛哲夫・水康裕・按巻秀雄・按濁滝実=

枚線吠苛産生物質の問究，第 1報 日本化皐台第

1年曾 於東大第一工理部 昭手n23年 (194め
4月 4日講演

柳慧三郎・馬場護条・小林一喜:過硫喰法Mn

分十斤法の分!有化撃的批判 日本車術振興合第 19

'J'.委員f1 於与さ士|出 昭和 23年 (19:18)6月
吉田哲晶: Na2COrSi02， K2CO:l-SiO:!の二

成分系問相反臆について 日本化摩件 昭和均

年 (1948)4月講演

菊地蝿ー・馬野馬=: ハログシ化銀の光吸牧

に於るけエネルギーの計算 日本化事・曾第1年曾

於東第一工壊部昭和~，3 年 (1948) 4月講演

葡地質ー・馬野周=: 現像剤及び寝員色素o
zネルギ{準位の計算同上にて講演

梅簿純尭・須鋼哲夫・前回譲=・仲田三郎z ペ

ニシリシの抽出に協する研究，第1報工業化皐

雑誌 51(2) (1948) 70 

梅運純夫・須鋼哲夫: ベエジリシのアルミ=

ウム・アマルガムによる脱色について ベニシリ
シ 1 (8) (1948) 493 

梅濃徳夫zベニシリシの化皐〈最近の進歩〉

有機合成イ鴎協曾誌 5(1948) 67 

梅還縄夫2 ベ二シリシ工業の霊童展 イヒ事工業
事情 4(3，4) (1948) 2 
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